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事例報告

広島大学図書館における
学生協働

広島大学図書館 学術情報整備グループ

コレクション管理主担当

田中 千佳

2009.10.2 第1回広島県大学図書館協議会研修会
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学生協働？？

自発的・無報酬？

学生の

• 知識の活用

• アイディアの吸収

• 労働力

– （雇用を含む）
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• 雇用 （雇用機会の提供）

– 時間外開館要員

– ジュニア・ティーチング・アシスタント(JTA)
– 機関リポジトリ要員

– 蔵書点検要員

• 非雇用
– 学生選書グループ

– 新入生によるブックハンター

• その他
– インターンシップ

広島大学図書館の学生
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時間外開館要員

648730508076院生の割
合(%)

428106513合計

（人）

1517313学部生

（人）

27733410大学院生
（人）

合計東千田霞西東中央

時間外は主として学生のみ

アルバイト学生同士の結束（バイト長）
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ジュニア・ティーチング・アシスタント

• 平成18年度～

• 学生への雇用機会（特に留学生）
と、利用者へのピアサポート

• 授業期の時間内

• 博士課程前期 １人 後期 ４人

• カウンターおよび複写業務

• 語学が堪能・ガイダンスへの助言
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機関リポジトリ要員

• 平成18年度～（CSI委託事業費）

• 年間を通して

• 博士課程修了者 継続して一人

– 情報処理に習熟、後進の指導も

• 予算に応じて大学院生数人

– 英語・情報処理、所属学部の資料に通暁

広島大学学術情報リポジトリ(HiR)

広島県大学共同リポジトリ(HARP) 両者に貢献
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蔵書点検要員

• 毎年２～３月

• 退職教員の蔵書点検

• 年間 件 冊

• 大学院生・学部生問わず
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学生選書グループ

• 平成１７年度～

• 資料選定会議（教員）：専門的資料
収書事務委員会（図書館）：学際的資料
→この下に学生選書グループ

• 大学院生 ４～５人

• 年間約400冊選定
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ブックハンター

• 今年度初試み

• 新入生対象図書館ガイダンスで募集

• １年生１４人

• 紀伊国屋で約1,100冊選定→選別中

• 再考の余地
・対象、選書方法、実施日など、課題大
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インターンシップ

• 平成18年度～

• 夏期休業期中に募集

• 毎年１～２名 ２週間

• 図書館の作業を一通り経験

• 最終日には図書館への意見を訊く懇談会

就職活動に直結 未来の図書館員へ期待
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学生
（契約職員）

学生
（インターン）

学生
（ピアサポータ）

まとめ 図書館サービスの二元論から多元論へ

学生
（利用者）

図書館
職業教育の場

学生の視点からの
サービス

能力の活用

←学生人材バンク構想


